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1.1 本研究の背景

課題
　汎用性の高い C 言語は, 多くの教育機関で教えられているが, ポインタや構造体な
ど特有の概念が存在するため, 初級者が学習を進める上で大きな障壁となっている.
大学などでのプログラミング演習科目は, ほとんどの場合生徒に対して同一の演習課
題が課されており, 個々の学習者に合わせた指導が行われていない.

Figure 1: c言語の分野
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1.2 本研究の目的

目的
各学習者にとって最適な演習課題を出題をする. 過去の他の学習者の演習履歴に基づ
いて各演習課題の達成度を推測し, 各学習者に最適な演習課題を選出して出題する.
学習意欲が低い学習者には, 学習の継続を, 意欲が高い学習者にはプログラミング能
力の向上を優先して出題を行う

提案手法
協調フィルタリングを使ったシステム
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ユーザの技能を動的に合わせる AI

協調フィルタリング

ユーザの傾向や嗜好を過去の行動という形で記録し, そのユーザーと似たような行動
をとっている他のユーザの情報をもとに, そのユーザの今後の傾向や嗜好を推測する
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3.1 提案手法の概要
提案手法

1. 協調フィルタリングによる推測
２．教員による評価
３．学習意欲の判定
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3.2提案手法の概要

１．協調フィルタリングによる推測

ai …行列 X の行の平均値
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3,3提案手法の概要

２．教員による評価

課題における評価観点 n をあらかじめ 10～20 こづつ設定し, 重要度ｗを１～10 の
10 段階で定める. そして教員は評価観点について,ei の値を「理解できている」,「理
解できていない」,「どちらともいえない」から選択する.すると演習課題の得点 Sが
100 を最大値として算出される
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3.4提案手法の概要

３．学習意欲の判定
学習者に課題に対して以下から自己評価をしてもらう

そして以下の式から学習意欲Ａを求める

(1),(2) 意欲的である [ai]…５
(3) どちらでもない　 [ai]…3
(4),(5) 意欲的でない [ai]…１
ｎ…課題数
nreq…提出するべき課題数
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評価１

被験者
立命館大学生,4 クラス, 計 146 名が 14 週に渡り本システムを導入した「プログラミ
ング演習２」を受講した

結果

9 週と 14 週を除いては,(1) のグループの方が (2) のグループよりも学習継続率が高
くなっている. 全ての週について平均すると, 推薦課題を選択して解いたほうが, 学習
継続率が 11.3 ポイント向上している



1. はじめに

2. 関連研究

3. 提案手法

4. 評価方法の概要

4. 評価方法の概要

5. 評価

5. 評価

6. まとめ

10/11

評価２

結果
推薦課題を選択した回数が多いほど, 推測得点の最も低い演習課題が推薦された回数
が多く, 偏差値も高くなっている
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まとめ

まとめ
推測得点が低い演習課題（難しい課題）が推薦された場合, それらの演習課題に取り
組むことによって高い偏差値が示された. したがって, 本手法を用いて選出された演
習課題を受講者が解くことにより, 他の演習課題を解いた場合よりも受講者の理解を
深め, 演習課題の達成度を高めることができたといえる.
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